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先月の山行 

☆ ６月２３日（日）三の峰 

☆     日（日）白木峰 

７月の予定 

★ １１日（木）例会 

☆  １４日 (日) ～唐松、五竜 

ＣＬ宮本重信 090-8260-8108 

☆ ２０日（土）雤天予備 

ＣＬ 

☆２８日（日）白山 

ＣＬ 

８月の予定 

★  ８日（木）納涼会 

☆  １１日（日）朝日雪倉岳 新潟県 

ＣＬ 

☆ ２５日（日）平家平 

ＣＬ 

☆9月８日（日）毘沙門岳 

https://asihiking2.jimdo.com/山行計画-1 

を検索して下さい。 

山行計画書を提出して下さい 

クラブ山行の場合はリーダーが、個人山行の場合は 

それぞれで山行前日迄に宮本会長まで。 

 

［山行報告]  

三の峰２１２８ｍ 

日 時２０１９年６月２３日 

 

毎年６月に会山行予定になる、あし会にお世話にな

りこの山の存在を知りました。自身も三の峰登頂が体

力レベルの目安になっている。（標高差１２００ｍ歩

行時間７時間、距離１１ｋ）かなりキツイです。この

季節、歩きだすと高い湿度で汗と虫が身体にまとわり

つくが山の稜線にでると初夏の高山植物が咲きはじ

め私達を７月からの他県の山、アルプスへと導いてく

れる魅力的な山です。山頂に近づき避難小屋付近に遭

難されたカップルのレリーフがあります。愛する人に

この山頂の素晴らしい風景を見せてあげたかったの

でしょうネ。今回は天気が悪い登山と思いましたが雤

に遭うことなく無事に三の峰山行を終えました。皆様

のおかげさまには感謝です。 

ＰＳ・・入会された横道様がハサミとのこぎりで木

の枝や下草を除去しゴミ拾いも、出来る範囲で登山道

整備しながら歩いていました。なかなか出来ない事で

す。こんな素晴らしい出逢いがツキを引き寄せるんで

しょうネ。＾＾； 
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2019年７月 16日発行 

あし 

ハイキングクラブ 

https://asihiking2.jimdo.com/山行計画-1


 2 

 

去年 2018年 6月 

登山時報と新聞からの雑感   宮本重信 

    勤労者山岳連盟の月刊誌 登山時報 に 以下の

大垣の会の現状が載っていた。 

  「数年前までは「会山行当日に別の個人山行を計画

することはご法度」だったが、「００ 山の紅葉が見

たい」などその時期限定でどうしても行きたい場合が

あり、会山行と重複した場合は時期をずらすか、取り

やめるか、または非難覚悟で強行するかなど大変悩ま

しい問題があつた そんな中、「自由に山に行きたい」、

「山岳会は山に行ってなんぼ―」という原点に戻り、

今まで続いていた規制を見直した。」   数年前に、

あしハイキングクラブでも同じことが議論になった。

当時のクラブでは、規約にも、そんなことは載ってな

かったが、会の山の前日に白山に行く(雤天で行かな

かった)ことが、最も会員歴の古い 当時の副会長か

ら問題だと指摘されての議論だった。どこでも、こう

したことは有るのだと思った。また、大垣でも自由化

したとあって、私の考えと一緒だと思った。黙って行

かれるよりは公然と届けを出して行く方が安全を考

えるとよい。できれば、LINEで誘って、複数で行かれ

ると安全性が高まり良い。また、会のペースや計画で

は遅いや今一つなら、ある程度自由にして、同じ山に

行っても別の楽しみと言うこともあっても良いのか

もしれない。私も良い花があると、写真を撮って遅れ、

別行動となる。 大垣のやり方で、年間山行計画は広

く会員のニーズを反映するため、会員にアンケート方

式で、計画して欲しい山」や「自ら計画する山などを

募っているとのこと参考になる。 

 今年の夏山の唐松岳－五竜岳も みんなの希望か

らするとどうだったのか考えさせらる。但し、このコ

ースは高山植物も多くて、雷鳥も多くて、変化に富ん

でいて、眺望も抜群です、それでいて近くて、しかも

登りも下りもロープウエイで、真夏の暑い区間をカッ

トできる。お薦めである。 

 経験豊富な方は、自分で行けるから、できれば初心

者でも、安全で、無理のないコースをと思ってしまう。

経験豊富で体力のある方は、よりハードな山を、同じ

日であっても、木曜の例会や LINEで希望者を募って

も良いのかな。それが良くて、みんな大勢で、そちら

にと言うこともあっても良いのかなと思います。 

   安全を優先してみんなが楽しめるようにしたい

と思う。いろいろ意見の違いや協力の程度も異なりま

すが、できる範囲で協力して、大勢の人が安全に楽し

く登る要求が実現できると良いです。 

   今の会のメンバーは、いろいろ得意な分野の方が

多くて、協力して頂いて、たくさんの山が楽しく登れ 

 

 

ている。そう思っています。ありがとうございます。 

    

  しんぶん赤旗 6月 29日(土)に、連盟の理事長浦添

さんの発言が掲載されていた。山岳遭難が過去最高と

いう見出しである。単独登山の遭難者は遭難全体の

37.4％、死者行方不明者は 60％にまで上がるという。

私の父は、海岸での魚釣りを一人でやっていて 57歳

で死亡している。相棒がいたら、間違いなく生きてい

た。 

 

 

「編集後記」 

 

日本勤労者山岳連盟発行「登山時報」では、労山会員

の皆さんからの投稿写真を募集しています。 

登山時報投稿写真係 mailto:tozanjiho@jwaf.jp 


